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土壌医の広場

１　私の業務と土壌医との係わりに
　　ついて（私が土壌医を受験した理由）

　私がJA全農（当時：肥料研究部）に入会
した1993年（平成５年）は、JAグループが 

「健康な土づくりと施肥改善運動」を一層強
化した年でした。当時は農水省から環境保全
型農業を推進する施策が打ち出され、本会も
環境に配慮した農業への取り組みとして土壌
診断に基づく適正施肥、環境にやさしい施肥
技術や肥料の普及に力を入れていました。
　その一環として、全農型土壌分析器の普及
や新たな土壌分析技術の開発に力を入れると
ともに、土壌診断結果から処方箋を作成・施
肥改善指導できる人材を育成するため、1976

年（昭和51年）から開催している施肥診断
技術者養成講習会の充実に取り組み、現在で
は累計9,000名を育成しています（資料１）。
　当時は水田土壌の珪酸分析法の精度が課題
になっており（ケイカル等の資材を施肥した
土壌では過大評価してしまうため）、私の業
務課題として、従来から現場で行われている
酢酸緩衝液抽出法と同程度の操作性で土壌の
珪酸供給力をより評価できる手法の開発に取
り組んでいました。新たな分析法（中性リン
酸緩衝液抽出法）は、全農肥料委託試験を通
じて都道府県農業試験場の先生方にも評価い
ただき、現場で普及しつつあります。その頃
を振り返ってみると、私は土壌診断に係わる
業務を行っていましたが、現場で施肥面談に
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【資料１】全農型土壌分析器およびJAグループの施肥診断技術者養成講習会
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参加する機会はほとんどありませんでした。
　平成20年の肥料価格高騰を契機に本会は

「健康な土づくりと適正施肥による施肥コス
ト抑制運動（資料２～３参照）」に取り組む
こととなり、私の業務も大きく変わってきま
した。
　それは、私自身もJAや全農県本部の職員
とともに、作物生産部会や農業生産法人の土
壌調査・施肥面談に出向く機会が増えたこと
です。実際にやってみると、①わかりやすい
処方箋は自分自身でも説明しやすいこと　②
大規模な生産者ほど圃場の筆数が多く、圃場
を借りているためか生産性にバラツキがあっ
て問題意識を持たれていること　③化学性だ
けでなく物理性診断を併用することで一層の
土壌特性を把握でき、生産上の課題解決につ
なげられること等を学びました（私は生物性

診断を現場で実践し、改善に取り組んだ経験
はまだありません）。
　こうした経験をもとに平成24年度から開
催している「現場で役立つ実践型土壌診断講
習会」や26年度から開催している「施肥面
談マイスター講習会」で事務局兼講師を担当
しています（資料４参照）。
　講習会を開催して感じたことは、人に教え
る立場になってみると、自分自身の知識も経
験も、今どのくらいの水準にあるのかわから
ない状況であり、不安な気持ちで講師を務め
ていました。スキルアップに取り組む必要性
も感じました。しかしながら一人でできるこ
とには限界があり、どのように進めていけば
よいか悩んでいました。
　こうしたなかで、2013年から日本土壌協会
が土壌医検定試験制度を開始しました。私は
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自らの土壌肥料の知識・経験がどの程度ある
のか試してみたい。さらにスキルを向上させ
たいと考えて受験し、幸いにも合格しました。

２　受験準備について

　私は2013年（平成25年）に２級、2014年 
（平成26年）に１級を受験しました。２級・
１級のテキストを購入して、重要と思われる
ところにアンダーラインを引いて繰り返し読
み、勉強しました（多くの方と同じではない
かと考えます）。テキストは土壌の化学性・
物理性・生物性が原因となって現場で発生し
ている問題と改善策がよくまとまっており、
なかでも土壌病害の事例が充実しています。
土壌病害にかかった作物の写真と土壌病害お
よび土壌環境要因がよくまとまっていると感
じました。
　１級の業績レポートは、以下の２テーマで
作成しました。分析手法の開発や土壌診断・
施肥改善指導をまとめるにあたり、生産現場
で評価いただいた成果や自分の経験を人づ
くりに活かしていることを中心に整理しまし
た。

①水田土壌の新たな可給態ケイ酸評価法の開発

　分析手法の開発だけでなく本会と富士平
工業（株）が共同で実用化に取り組み、全

農型土壌分析器（ZA-Ⅱ）、ZAパーソナル
で分析可能としたこと、また、同分析法は、
土壌肥料学会誌〔84（2）p125-129（2013）〕
において現場での実効性が高いと評価をい
ただいたという内容でまとめました。

②大規模経営体に対する土壌調査・土壌改良

指導および実践型土壌診断講習会（JA全

農主催）の開催

　自ら携わっている土壌調査（化学性・物
理性）・改善指導の成果を具体的に示すと
ともに、この経験を活かして、24年度から
開催している講習会で事務局兼・講師とし
て人材育成に取り組んでいる内容でまとめ
ました。

３　今後について

　本会は土壌医検定試験制度を後援してお
り、JAグループ内でも受講促進をすすめて
います。施肥面談にもとづく適正施肥・施肥
改善指導をもっと拡大していくためには、講
習会に参加された方が職場に戻ってから実践
すること、今度は自ら講師となって地域ごと
に人材育成を進めることと考えます。本会講
習会の受講に加えて、土壌医資格を持つこと
は、自信につながるとともに、ネットワーク
を活かした研鑽によって自らのスキルアップ
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にもつながると考えます。JAグループで土
壌診断や購買事業・営農指導・TAC活動に
係る皆さんはぜひ土壌医資格取得をめざして
ほしいと考えます。
　私自身も土壌医資格を取得したことがゴー
ルではなく、知らないこともまだまだ多く、
知識・経験の向上に取り組む必要性を一層感
じています。昨年７月に土づくり推進フォー
ラムに参加し、「土壌病害・センチュウ害対
策の最近の動き」について学びました。松本
会長の冒頭の御挨拶「土壌中での微生物の働
きを解明することはなかなか難しいが、本日
はそのなかで得られた新たな知見を共有した

い。協会としては難しいテーマであるからこ
そ今後も土壌生物性について解明を進めてい
く。」が印象に残りました。スキルアップも
同じで、日々の業務経験と勉強を続けること
が重要です。
　今年は国際土壌年です。日本の土壌も様々
な課題を抱えています。これを機会に日本全
国で土と作物生産や土と命の関わりについて
皆で考えていただき、土づくり・施肥改善が
もっと注目されるようになればと期待してい
ます。私自身もJAグループの肥料事業・土
壌診断事業を通じて農家組合員のお役に立て
るよう努力していきたいと考えます。


